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TOF/FF/HTW
2 月強調月間

東日本区国際交流事業主任
山本　剛史郎（川越）

TOF　断食の時

HTW　Heel The World
HTW（Heal the World ／ヒール・
ザ・ワールド）は、2020 年度に
始まった国際協会の統一的なグ
ローバル奉仕プログラムです。「愛
と尊厳をもって世界を癒す」とい
う理念のもと、世界規模の危機や
困難に対応することを目的として
います。HTW は単一の事業では
なく、クラブ、区、地域が連携し、
YMCA などのパートナーと協働し

て行う一連の支援活動の総称です。
具体的には、地震や洪水などの自然災害が発生した地
域への救援物資やサービスの提供、被災地や困窮地域
での住宅再建や地域インフラ整備といったボランティ
ア支援活動、低所得地域や医療資源が不足している地
域への医療・健康支援、さらには医療・建築・教育な
どの専門知識を持つ会員が連携する専門家ネットワー
クの構築など、幅広い活動が行われています。これら
多面的な HTW の活動は、その財政基盤の一部を TOF 
基金によって支えられています。
このように、TOF・FF・HTW はそれぞれの役割を持
ちながら相互に結びつき、ワイズメンズクラブの「奉
仕と連帯」の精神を具体的な行動として表しています。
日常の食事を見直すという身近な実践
から、地域、国内、そして国際社
会へと支援を広げていく点に、
ワイズメンズクラブならではの
奉仕の特色があります。
TOF・FF・HTW 強調月間にあ
たり、ぜひ一人ひとりがこの趣
旨をあらためて心に留め、無理
のない形でご参加ください。小
さな行動の積み重ねが、大きな
支援につながります。皆さまの
温かいご理解と積極的なご協力
を、心よりお願いいたします。

一方、FF（Family Fast）献金は、会員個人だけでな
く、家族や身近な人々も参加できる東西日本区独自
の献金活動です。アジアや世界各地には貧困、飢餓、
病気で苦しんでいる子供たちが大勢います。この献
金はその支援のために使われるものです。一食分の
食事を控え、その節約分を献金する点は TOF と共通
していますが、「Family」という名称が示すように、

FF　ファミリーファスト

ワイズメンズクラブ国際協会における TOF（Time 
of Fast）活動は、会員が日常の食事を控えたり、質
素にしたりすることで生まれた節約分を献金し、世
界各地の支援活動につなげる国際奉仕プログラムで
す。「断食のとき」を意味する TOF は、1970 年代初
めに始まり、現在では世界中のワイズメンズクラブ
に受け継がれています。
TOF の基本的な考え方は、比較的豊かな生活を送っ
ている私たちが、一食分を控えるという小さな行動
を通して、困難な状況に置かれている人々と心を重
ね、その支援に参加することにあります。多くの国
では毎年 2 月を TOF 強調月間とし、会員が少なくと
も一食分を抜き、その費用を TOF 基金に献金する取
り組みを行っています。集められた資金は、国際協
会が承認したプロジェクトに配分され、災害救援、
教育、保健、生活改善など、SDGs に関連する幅広い
分野で活用されています。
近年の TOF 資金は、インドでの若者や女性の職業訓
練、医療補助具の提供、フィリピンでの地域医療支援、
米国での飢餓緩和事業など、さまざまな国や地域の
課題解決に役立てられています。日本においては、
2024-25 年度に東日本区が TOF 資金を用いた「不登
校問題への取り組み」を実施しています。これは、
増加する不登校という社会課題に対し、東日本区内
の YMCA と連携し、調査や学習会、
関係者のネットワークづくりを通
じて、地域に根ざした支援体制を
構築することを目的とした 3 か年
計画の事業です。
この取り組みは、単なる献金にと
どまらず、社会課題を理解し、具
体的な行動につなげていく TOF の
本質を示しています。

家庭の中で奉仕の心を共有することに重きが置かれ
ています。FF 献金は、TOF や CS（Community 
Service）献金と並び、区やクラブの活動を支える重
要な財政基盤です。年度ごとに一人当たりの目標額
を定め、クラブ全体で達成を目指す形が一般的であ
り、奉仕を特別な行為ではなく、日常生活の延長と
して実践する姿勢を育んでいます。



山田公平　（宇都宮）東日本区直前理事

１月２５日、日曜日の午後８時から９時までの１時間、
第１回ナイトフォーラムが 43 名プラスの人たちと共
に行われた。テーマは「増え続ける不登校」。

　このようなテーマで、第１回目のナイトフォーラム
が１月２５日に開かれ、今後も２月１５日に２回目、
３月２２日に３回目が開かれることになった。タイム
オブファースト（Time of Fast）という世界中のワイ
ズメンズクラブが食事を抜いた分の費用を献金に廻
し、集まる額は、毎年１２００万円を超える。それを
世界各地から出される社会問題にワイズや YMCA が
取り組もうとしているプロジェクトを支援するという

もので、毎年１０プロジェクト程度が選考され、そこ
に支援が向けられている。
今回の東日本区が TOF として提案したプロジェクト
は「不登校」への取り組みを３か年かけていくという
もので、総額で 15,000 スイスフラン（1CHF＝��� 円
で換算すると日本円で 250 万円程度）を使うことに
なる。
東日本区での不登校プロジェクトは、2024 年秋に始
まり、2027 年 12 月までの約 3 か年の計画である。こ
れまで宇都宮（とちぎ YMCA）、甲府（山梨 YMCA）、
東京 YMCA 山手センタで行われる通信制高等学院の
プロジェクトを応援してきた。今後、ワイズや
YMCA の働きで不登校への支援を計画しているとこ
ろに応援を拡げたい。また、ワイズメンズクラブの人
たちにもこんな活動に関心を持ってもらい、YMCA
や地域の団体への応援を手伝うことができたらと考え
ている。第 2 回目のナイトフォーラムは、2/15、第 3
回目 3/22 にもご参加いただきたい。　　　　　　　
　　　　
参考までに、第１回目のナイトフォーラムのビデオは
以下のユーチューブ　
https://youtu.be/ra�Nh��ujWI　をご覧ください。

不登校に焦点　東日本区ワイズナイトフォーラム始まる

第 29 回東日本区大会の登録始まる

1 月 30 日から第 29 回東日本区大会石巻大会の登録申
し込みが始まりました。

1 月 7 日の大会ホームページの公開とあわせて今後も
東日本区大会の情報発信の玄関となるポータルサイト
も開設いたしました。
https://convention.ys-east.or.jp
東日本区だけでなく西日本区の皆さまからも連帯の参
加登録申し込みが続々と続いており、心励まされる
日々が始まりました。
5 月 15 日まではワイズメン・ワイズメネットは
20,000 円の登録料となっております。それ以降は
22,000 円となります。
是非、お早めにお申し込みください。

なにぶん手作りの大会運営となり行き届かない点もあ
るかとは存じます。
ぜひご指摘をいただきそれを力としてみなさまが「参
加してよかった」と思う大会の実現に向けて力を尽く
します。

6 月 6 日に開催される石巻大会は東日本大震災 15 周
年を一つのマイルストーンとしてとらえ神戸淡路大震
災から始まり東日本大震災そして 2 年前の能登大震災
へとつながるワイズ・ＹＭＣＡが被災地において何を
してきたのかをふりかえり、そして次の天災に構えて、
私たちワイズメンズクラブが日本にある意味を問いか
ける大会だと確信しています。

そういった意味で、次のページにある石巻広域クラブ
の能登支援の取り組みも心に含み置きながら大会参加
への準備をおすすめください。

不登校という社会問題（社会現象）は、どう
して起きているのか？
不登校の原因は何なのか？不登校に対して
YMCA は何をしているのか？
そして、不登校問題に対してワイズには何が
できるのか？
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石巻広域クラブが能登で支援　

12 月 29 日（月） 
石巻を出発し、仙台で参加者と合流後、七尾市にてレンタ
カーを借用し、能登島の民宿えのめ荘に宿泊。
12 月 30 日（火）  
珠洲市および輪島市を視察の後、輪島市町野町の「もとや
スーパー」にて餅つきおよび片付けの支援を行いました。  
午後は町野第一仮設住宅において「ワイワイ喫茶」を開催し、
その後、日本基督教団輪島教会、日吉酒造、輪島市役所を
訪問。
12 月 31 日（水） 
能登島を出発し、石巻へ帰着。   

主な活動地は、珠洲市・
輪島市、輪島市町野町
の「もとやスーパー」、
町野第一仮設住宅団地、
日本基督教団輪島教会、
支援団体「能登ヘルプ」、
ならびに宿泊地である
民宿えのめ荘   

（1）復旧はいまだ途上

珠洲市および輪島市では、瓦
礫撤去の進展は見られるもの
の、道路や生活基盤の復旧は
なお途上にあることを実感し
ました。  
特に町野町へ至る道路状況は
厳しく、応急的に整備された
箇所を長時間走行する必要がありました。

「もとやスーパー」は、震災後の人口流出が進む中でも地域
の生活を支え続けてきた拠点です。今回、建物解体に伴う
片付け支援と餅つきを行い、多くの地域の方と交流する機
会を得ました。  
活動中に交わされた住民の言葉からは、「復旧は確かに進ん
でいるが、外部からはその厳しさが強く見える」という現
実が改めて示されました。   

（2）輪島教会と「能登ヘルプ」

午後には仮設住宅集会場にて「ワイワイ喫茶」を開催し、9
名の入居者が参加されました。歌や交流、簡単な余興を通
して、穏やかな時間を共に過ごしました。

その間、日本基督教団輪島
教会を訪問し、石巻栄光教
会からの献金をお渡ししま
した。仮設礼拝堂には全国
から寄せられた多くのクリ
スマスカードが掲示されて
おり、祈りと支援に支えら
れて再建準備が着実に進ん
でいることを感じさせられ
ました。

また、加賀・能登の教会による支援ネットワーク「能登ヘ
ルプ」の代表牧師とも面談し、支援活動の在り方や教会の
一致をめぐる課題について意見を交わし、共に祈る時を持
ちました。  
これらの課題は、東日本大震災後の東北において経験して
きたものと重なるものでした。   

（3）地域に根差した関わり

輪島教会訪問後、日吉酒造を訪問しました。酒蔵が倒壊す
る中でも、他の酒蔵と協力しながら伝統の酒造りを継続し
ている取り組みは、地域の連帯の象徴と感じられました。

震災後、祝祭を迎える余裕を失った地域の現状や、輪島教
会の再建を喜ぶ言葉に触れ、日常的な信頼関係の積み重ね
が、困難な時に確かな実を結ぶことを改めて学ばされまし
た。

最後に輪島市役所を訪問し、支援活動の概要を報告した上
で帰路につきました。   

結び

能登地域の復興は、現在もなお継続的な支援と関わりを必
要としています。  
本活動を覚え、祈りと支援を寄せてくださったすべての方々
に、心より感謝申し上げます。

被災経験が仲間を突き動かす

石巻広域クラブＤＢＣ３クラブ（神戸ポート　ほか）および日本基督教団石巻栄光教会を中心として、全国各地から計
14 名が参加し能登被災地を訪問。奉仕活動を行いました。
石巻大会の意義を感じていただければと情報の共有をホスト実行委員長の川上直哉牧師にお願いしました。

原文はかなりの長文ですので紙面の都合上今回は要約でのご紹介となりますが、東日本区大会ホームページに原文を納
めております。ぜひご一読下さい。  

支援の旅の足跡

与えられた活動の地

得られた奉仕への確信

感謝とともに広がりを願う



ラオスにＹＭＣＡを　ふくしまにＹＭＣＡ・ワイズメンズクラブを

1 月 16 日 ( 金 ) フォーチュ
ンガーデン京都にて、「ラ
オスに YMCA を！有志
の会の新年会」が開催さ
れました。

75 名の出席でを得て東日
本区から山下理事、小林
事務所長が参加をいたし
ました。

熊本でのアジア太平洋地
域大会において大野嘉宏

ワイズ（ラオス名誉領事）から、「ラオスに YMCA を」
とホテル観光学部や専門学校建築への基調講演がおこ
なわれました。
刻々と状況が変わっていく困難さを吐露されていたの
をみなさんも思い出すでしょう。

大野ワイズが積み重ねてきたラオスとの友好事業（ラ
オスからの象の寄贈や京都からの中古バスの寄贈）が、
ラオス政府高官からも評価され国交 70 周年記念式典
では開校を認めるべきとの政界内部の合意が形成され
つつありました。
そして報告会があったまさに 1 月 16 日の朝に大学と
して設立を認めるという一報が飛び込んできたので

す。
これを受けて会場のボルテージは最高潮に達したのは
言うまでもありません。

今年の秋、開校にむけて学生募集が始まり、西日本区
では募集を支えるために奨学金制度への献金が検討さ
れています。
東日本区では「ふくしまにＹＭＣＡ」をという地元の
声に応えて、その設立とそれを支えるワイズメンズク
ラブをという目標に向かって努力を重ねています。
わたしたちはラオスにおけるこの成果をしっかりと受
け止め、情熱と周りの支援さえあれば夢はきっとかな
うのだという教訓を胸に刻みつけるべきだと思いま
す。

東日本区は必ず夢をかなえたい。そう思います。
みなさまのご支援をよろしくお願いします。

そしてラオスにおける我が兄弟姉妹の運動も自分のも
のとして受け止め支援の気持ちをぜひ興味を持つこと
から始めましょう。

そして感じるままに心の決めた通りの支援を献金に繋
げることができたら素晴らしいことだと思います。

https://kyoto-palace.net/webentry/
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クシ
マとともに

ラオスの YMCA は実現に向けて大きく前進
Week４Waste　実施のお願いを

東日本区 CS・Y サ事業主任
深澤 勇弘 ( 熱海クラブ )

W�W（Week for Waste、ゴミ・廃棄物の週 ) は、2021
年から世界中のワイズメンズクラブが参加し毎年 4 月に実
施されているものです。
2050 年には、海の中のプラスチックごみの量は魚の数を
超えるという説があります。ローマクラブが「成長の限界」
で地球資源の有限性を訴えてから 50 年が経過しました。
毎年末に COP( 国連気候変動枠組み条約締約国会議 ) は開
かれていますが、決定されたことは経済成長の名目のもと
で実施が困難になっています。私たちは地球環境の破壊をし続けているのです。温暖化の阻止に
ごみ拾いは直接の効果は無いかも知れませんが、ワイズが環境破壊の課題に向き合う姿勢は大切
です。ハチドリの一滴は集まれば森林火災を消す力になります。    

「Week４Waste」の目的は、身の回りのごみ拾いを世界中のワイズ全員が一斉に行い、地球を
綺麗にしようというものです。
各クラブ例会で相談の上、クラブ単位でも個人でも町のごみ拾いを実施して参加してください。
可能であればユースや地元高校生など、若い世代と共にのぼり旗を掲げて実施いただければ幸い
です。例会時また各種の行事に合わせて実施してください。4 月実施にはこだわりません

実施状況を写真に撮り、( 実施日程、場所、参加人数、写真、
ごみの㎏ ) を各部主査または東日本区 CS・Y サ事業主任の
深澤 CS・YMCA サービス事業主任まで送ってください。

【開催日】
2026 年 4 月を中心としますが他の月でも実施検討願いま
す。

【会場】
各クラブの活動拠点にて。

【対象者】
世界中のワイズメン＆ユース、地元高校生や行政、企業、
民間団体、地域の方々。

【実施内容】
ゴミ拾いをはじめとする、草取りなど環境美化に関するこ
と全般。

【成果報告】
４月末日までに深澤へ必着のこと。その結果をもって表彰
致します。

【送り先】
各部主査または東日本区 CS・Y サ事業主任の深澤）
　・所属部　　・クラブ名　　　・実施場所
　・参加者数、協力団体（有る場合は）
　・〇〇㎏　
　・記録写真１枚または 5 分程度の動画 ( できれば ) ワー
ド等に貼り付けないで、
添付ファイルとして、画像データのまま送って下さい。
複数画像がある場合は、合成して１枚にできれば可。

各部主査または深澤勇弘 東日本区 CS・Y サ事業主任
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です。例会時また各種の行事に合わせて実施してください。4 月実施にはこだわりません

実施状況を写真に撮り、( 実施日程、場所、参加人数、写真、
ごみの㎏ ) を各部主査または東日本区 CS・Y サ事業主任の
深澤 CS・YMCA サービス事業主任まで送ってください。

【開催日】
2026 年 4 月を中心としますが他の月でも実施検討願いま
す。

【会場】
各クラブの活動拠点にて。

【対象者】
世界中のワイズメン＆ユース、地元高校生や行政、企業、
民間団体、地域の方々。

【実施内容】
ゴミ拾いをはじめとする、草取りなど環境美化に関するこ
と全般。

【成果報告】
４月末日までに深澤へ必着のこと。その結果をもって表彰
致します。

【送り先】
各部主査または東日本区 CS・Y サ事業主任の深澤）
　・所属部　　・クラブ名　　　・実施場所
　・参加者数、協力団体（有る場合は）
　・〇〇㎏　
　・記録写真１枚または 5 分程度の動画 ( できれば ) ワー
ド等に貼り付けないで、
添付ファイルとして、画像データのまま送って下さい。
複数画像がある場合は、合成して１枚にできれば可。

各部主査または深澤勇弘 東日本区 CS・Y サ事業主任

各地の新年会から
年のスタートから楽しい交遊

1 月 10 日　東京 YMCA で開催された在京新年会は
東京ＹＭＣＡ東陽町センターで開催されました。
新春を祝うＹＭＣＡ江東学院のトーンチャイムのす
がすがしい演奏で心洗われ、全国から集まったワイ
ズメンとユースの交流を楽しみました。

アジア太平洋地域大会とあわせて行われた熊本での
ユース コンボケーションの報告が丸山啓太君から行
われ立派なものでしたが、交流に参加してくれたユー
スとの語らいでワイズもそのパワーをもらって少し
若返ったようなそんな新年会でありました。

在京新年会
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入会日 部 クラブ 入会者 紹介者･他
2025/12/21 富士山部 熱海 鵜澤友美 河村昌彦
2025/12/21 富士山部 熱海 小山太一 河村昌彦
2025/12/21 富士山部 熱海 松田絹世 河村昌彦

おめでとうございます
心より歓迎申し上げます
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部　名 2024 2024 2025 2025 直近 部　名 2024 2024 2025 2025 直近

クラブ名 1.1 7.1 1.1 7.1 入会 退会 差引 増減 クラブ名 1.1 7.1 1.1 7.1 入会 退会 差引 増減

北海道部 あずさ部

札幌 14 14 12 12 0 1 11 △ 1 甲府 22 18 18 17 0 1 16 △ 1

北見 10 10 10 11 0 0 11 0 東京西 11 12 12 11 0 0 11 0

十勝 19 17 17 16 0 1 15 △ 1 東京武蔵野多摩 7 6 6 5 1 0 6 1

札幌北（札幌と合弁） 0 0 0 0 0 0 *松本 11 9 9 8 0 0 8 0

（2023年7月合併） 東京サンライズ 16 15 15 14 0 1 13 △ 1

3 43 41 39 39 0 2 37 △ 2 甲府２１ 42 41 45 45 0 0 45 0

北東部 東京八王子 12 12 12 11 0 0 11 0

仙台 11 11 11 10 0 1 9 △ 1 東京たんぽぽ 6 6 6 6 0 1 5 △ 1

前橋 6 6 6 6 0 1 5 △ 1 *富士五湖 12 12 12 12 0 0 12 0

宇都宮 27 28 28 28 2 1 29 1 *長野 7 6 7 6 0 0 6 0

仙台青葉城 16 17 17 17 0 0 17 0 甲府やまなみ 12 11 11 11 1 0 12 1

足利（2024.12解散） 3 3 0 0 0 0 11 158 148 153 146 2 3 145 △ 1

宇都宮東 6 6 6 5 1 0 6 1 かながわ部

那須 8 7 7 7 0 0 7 0 横浜 12 14 11 12 0 1 11 △ 1

もりおか 16 16 16 17 0 1 16 △ 1 鎌倉 10 11 9 9 0 1 8 △ 1

仙台広瀬川 12 10 11 9 0 0 9 0 横浜とつか（2024.6解散） 11 0 0 0 0 0

石巻広域 18 15 17 18 0 1 17 △ 1 厚木 13 10 9 9 0 0 9 0

9 123 119 119 117 3 5 115 △ 2 金沢八景 10 10 10 9 0 0 9 0

関東東部 横浜つづき 15 16 16 16 0 0 16 0

東京江東 21 22 22 24 1 1 24 0 横浜つるみ 12 12 13 12 0 1 11 △ 1

千葉 10 9 8 8 0 0 8 0 大和クリエイティブ 8 9 0 0 9 0

東京グリーン 15 16 16 16 0 0 16 0 Ｙサービス(2024.11)

埼玉 6 6 6 7 0 0 7 0 7 83 73 76 76 0 3 73 △ 3

東京北（2023.6解散） 0 0 0 0 0 0 富士山部

所沢 15 14 13 13 0 0 13 0 *熱海 38 37 39 38 8 2 44 6

東京ひがし 13 13 14 14 0 0 14 0 *沼津 12 11 11 10 0 0 10 0

川越 9 10 10 10 0 0 10 0 *伊東 12 13 14 14 1 0 15 1

茨城（2024.6解散） 8 0 0 0 0 0 *三島 7 7 7 7 0 0 7 0

東京ベイサイド（2024.6解散） 9 0 0 0 0 0 *下田 6 5 3 3 0 0 3 0

千葉ウエスト 7 7 7 8 0 0 8 0 *熱海グローリー 13 12 13 12 0 0 12 0

8 113 97 96 100 1 1 100 0 御殿場 14 14 15 15 0 0 15 0

東新部 富士 11 10 9 8 0 0 8 0

東京 23 21 21 21 1 1 21 0 富士宮 16 16 16 15 1 1 15 0

東京むかで 9 8 8 7 1 0 8 1 9 129 125 127 122 10 3 129 7

東京世田谷（2024.6解散） 12 0 0 0 0 0

東京町田コスモス 9 9 9 8 0 0 8 0 東日本区合計 2024 2024 2025 2025 直近

東京センテニアル 3 5 0 0 0 0 （自動） 1.1 7.1 1.1 7.1 入会 退会 差引 増減

（202４年12月解散） 総クラブ数 56 52 51 51 51 0

東京多摩スマイル 17 17 15 15 0 1 14 △ 1 総会員数(自動) 722 663 663 651 18 19 650 △ 1

東京町田スマイリング 0 0 0 0 0 0 ＊印のクラブは、担当主事がいないか、または在籍していても

（2023年7月合併） 　複数クラブ担当のため、当該クラブの人数には含めません。

4 73 60 53 51 2 2 51 0 ☆2024.11.24チャーターナイト・・・大和クリエイティブＹサービス

★2024.6解散・・・茨城、東京ベイサイド、東京世田谷、横浜とつか

★2024.12解散・・・足利、東京センテニアル

2026.1.1

2026.1.12026.1.1

一般社団法人ワイズメンズクラブ国際協会東日本区
2025-2026 年度 ［後期］ 現勢 2026.1.1現在
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